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解　説

学習に入る前に
・参加者との出会いを大切にしましょう。
・参加体験型で始まるというイメージづくりも必要です。
（詳しくは13ページ参照）

参加体験型学習の説明
皆さんこんにちは。
○参加体験型学習とは
　今日は参加体験型学習（ワークショップ形式）で、対立について学びます。
「ワークショップ」というのは、もともと「工房・作業場」という意味、つまり何かを作
り出す場、ということです。ですから、今日の参加体験型学習では、学びを作り出すこと
をめざしています。作り出すのは、参加者の皆さんです。やりとりしながら、それぞれの
方にとって「なるほど」と思えることや「こうしてみよう」と思えることが生まれればい
いなと思います。

○ファシリテーターの自己開示
　今日のわたしの役割は、皆さんの気持ちや考えを大事にしながら進めていく役です。皆さ
んと共に学ぶ気持ちでいます。共に実りある学びの場になりますようご協力ください。

36



☆自分の気持ちや状態に向き合う。
☆参加者が不安にならないよう、簡単に自分の気持ちを伝える。
☆共に学ぶというスタンスを大事にする。

学習を始める
○学習のねらいの説明
　今日のテーマの「対立」ですが、「対立が好きだ、得意だ」という方はなかなかいらっ
しゃらないのではないでしょうか。けれど、人権尊重と対立は切っても切れないものなの
です。一人ひとりの個性・違いを尊重しよう、ということは、皆さんも合意していただけ
ると思います。「違いを豊かさに」ということもよく言われます。とはいえ、実際に一緒
にやっていくときに違いがあると、そうすんなりいくことばかりではなく、いろいろな調
整が必要だったり、ときにはぶつかり合ったりすることもあるわけです。それがいやで、
避けたり距離を置いたりしてしまうことは、「お互いを尊重する」とはいえないのではな
いでしょうか。
　「違いを豊かさに」する関係を育むために、「対立」にしっかり向き合ってみよう、と
いうのが今日のねらいです。

○ルールの説明
（詳しくは13〜14ページ参照）

1  対立のイメージを色で（15分）

まずは、お互いのイメージを出し合うところから始めてみましょう。
「対立」と聞いたときに、どんなイメージを持ちますか。そのイメージを色で表して
みてください。

ワンポイント

色のイメージで
グ ル ープ 分 け

グ ル ープ 内 で
自 己 紹 介 と
イメージの共有

グ ル ープ で の
話し合いの発表

3分 5分 5分
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解　説

はじめの席のままで良い。様子を見ながら、30秒程度時間をとる。

　では、同じ色をイメージした人で集まって、グループを作りましょう。立ち上がっ
て、お互いに何色をイメージしたか、声を掛け合いながら、同じ色の人で集まってく
ださい。
　だいたい、1グループ3〜5人程度でと思いますので、6人以上集まったところは半
分に分かれてください。同じ色の人がいない、という方はありますか。少ないところ
は違う色で集まっていただいてかまわないので、グループになってください。グルー
プができたら座ってください。

　参加者に動いてもらい、自由にいすを動かしてグループになって座ってもらう。
　同じ色の人を参加者自身が探す活動なので、あまり介入する必要はないが、最
後のほうで1人か2人で相手が見つからない人がいるようなら、グループにする
手助けをする。
　また、6人以上で集まっているところは、3〜5人になるように分かれてもらう。

　「色は2色以上でもいいんですか」「形のイメージなんですけど、どうしたらいいで
すか」などの質問が出ることもある。この活動は、最初のウォーミングアップをかね
て、対立についてのイメージを共有することが目的なので、どんなイメージでも自由
に出してもらってかまわない。「2色（またはそれ以上）のグループ」をつくったり、
「形と関連した色はないですか」と問いかけて近い色のグループに入ってもらったりし
て、あまり細かいことにこだわらずにグループ作りを促す。

　それでは、グループごとに簡単に自己紹介をしていただいて、なぜ、その色を選ん
だか、対立についてどんなイメージを持っているか、話し合ってください。3〜5分程
度時間をとります。

　グループごとで話をしてもらう。3分程度たったところで、「いまで3分です
が、全員話せそうですか。まだお一人しか話していないところがあれば、少し
ペースを早めてください」と促す。
　ほとんどのグループが話し終わって、別の話題などに移っているようなら、
「だいたい終わったでしょうか」と少し早めに切り上げてもかまわない。

　グループで出た話を少し発表して共有したいと思います。
　こちらのグループでは何色を選ばれたでしょうか。その色はどんなイメージからき
ていますか。いまグループで話し合われたことを、簡単に紹介していただけますで
しょうか。

�　順に発表してもらう。グループの数が少なければ全グループに、多ければいく
つかに絞る。いくつかに絞る場合は、違う色になるように選ぶ。

こんな場合
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2  対立についての連想図（20分）

　続けて、もう少し対立のイメージを具体的に考えてみます。
　グループごとに机を出して、白紙とマーカーを用意してください。

　先ほどと同じグループのままで、各グループから1人、紙とマーカーを取りに来
てもらう。あとの人で机を用意してもらう。グループごとに座ってもらう。

　グループごとに座るときは、ホワイトボードに
向かって机を縦に配置すると、どの参加者からも
板書が見やすくなります（横にすると半分の人は
背中を向けることになるため）。

　紙の真ん中に「対立」と書いて、そこから連想するものをまわりにどんどん書いて
いってください。「連想図」といいます。出てきたものに関連があるときは、線でつ
ないでいきます。例えば、先ほどの色のイメージで「赤」のグループでしたら、「対
立」から「赤」と書いてつなげて、さらに「赤」のイメージで「激しい」、といった
ように。それ以外にも、いろいろな枝を出して、どんどんイメージを広げていってく
ださい。
　皆さん、1本ずつペンを持って、紙のいろいろな方向から書いていきましょう。
しゃべりながら、出てきたものはとりあえず書くという感じでお願いします。

ワンポイント ［例図　机の配置］

ホワイトボード

机 机 机 机

机 机 机 机

机 などの 設 営
「連想図」グルー
プ作業（説明３分
＋グループ７分）

グ ル ープ 発 表 ファシリテーター�
からのコメント

3分 10分 5分 2分
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�　説明しながら、例（39ページ参照）を板書する。会場をまわり、あまり書いていない
グループには、「さっきの色のイメージではどんな話が出ましたか」「しょうもないか
な、と思うものでも、とりあえず書いてみてください」と、積極的に書くように促す。

　では、どんなものが出たか、簡単に発表してください。前のグループからは出てい
ないような点を中心にお願いします。

　グループで作業した模造紙を貼り出し、ファシリテーターが紹介してもよい。
その際には、複数のグループで共通している点を指摘したり、逆にユニークな点
を「これはどういう話で出たてきたのでしょうか」と質問したりする。

　参加者から出てくるものには、以下のようなものがある。それぞれに関して、ファシ
リテーターが話すポイントとあわせて整理しておく。
●「対立」の場面　例：ケンカ（きょうだい、夫婦）、○○vs△△
　→�具体的な場面を思い浮かべる方も多いようです。「対立」を経験したことのない人

はいない、ということでもあるのではないでしょうか。それぞれの経験によって、
対立のイメージも変わってくることと思います。

●気持ち・感情　例：怒り、避けたい、傷つき、悲しみ、涙
　→�「対立」の場面では、さまざまに、そして激しく感情が動きます。その多くは“否

定的”といわれる感情で（本来、感情には“良い悪い”はないのですが）、どう対
処していいか慣れていません。中でも、「怒り」の感情はエネルギーがあって、自
分でもうまく扱えないことが多いものです。そのことが「対立」に向き合うことを
難しくさせているのかもしれません（33ページ「ファシリテーターのために」参
照）。

●マイナスイメージ　例：暴力（たたく、ける）、争い、戦争、決裂
　→�こうしたマイナスイメージが「対立」とイコールでとらえられていることが、残念

ながら多いようです。けれど、これらは「対立」の一面である、ということを知っ
ていただきたいと思います。

解　説

［実際に書かれた連想図］

こんな場合
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●プラスイメージ　例：仲直り、理解が深まる
　→�「対立」を経たからこそ到達できる関係、というのもあるのではないでしょうか。
　→�（プラスイメージが出ていないとき）「対立」はマイナスイメージばかりでしょう

か。それ以外はないですか?　
　　例：�ケンカの終わり方にはどういったものがありますか。ケンカをしてよかった、

という経験を持つ方はいらっしゃらないでしょうか。
　　　　など問いかけると、イメージがふくらみます。

　そもそも、「対立」とはどんなときに起きるのでしょうか。意見や立場の違いがあ
るときではないでしょうか。ならば、「お互いの違いを大切にする」という人権尊重
社会では、対立は避けて通れないものです。皆さんと共有したいのは、「対立は、そ
れ自体は悪いものではない」ということ。「対立」が悪いのではなく、「対立の扱い
方」を間違えて、それが争いや暴力になることが問題なのです。

　このあたりで一度グループを変えるのもよい。ずっと同じグループだと、グループの
中で話す人と話さない人が固定したり、活発なグループとそうでないグループが出たり
してしまう。
　グループを変更するには、参加者に番号を言ってもらうのが、いちばん簡単なやり方
である。参加者の人数を4で割った数字を順に言ってもらい、同じ数字の人で集まって
もらうと4〜5人のグループができる。
例）26人の参加者の場合
　�26÷4=6あまり2、なので、1〜6の数字を順に言ってもらう。「1」「2」のグルー
プは5人、「3」〜「6」のグループは4人、の6つのグループができる。

こんな場合

ワンポイント
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3  ことわざで考えよう

　日本では、対立をどのようにとらえてきたのでしょうか。身近なことわざや慣用句
から考えてみましょう。
　「ことわざカード」をお配りします。

1人1枚ずつ行き渡るようにプリント（34ページ）を配る。

　「対立」に関連するかな、と思われる10個のことわざが書いてありますが、あなた
にとっていちばん共感できるものはどれでしょうか。そのことわざは、あなたの中で
「対立」のイメージとどうつながっていますか。グループをさらに分けて、隣の人と
2〜3人で短く話し合ってみてください。

�3分程度時間をとる。

　これらのことわざが示す「対立」への向き合い方を整理してみましょう。
　新しい紙を使いますので、取りに来てください。
　それぞれのことわざを「利点と限界」という視点で分析してみます。紙にこのよう
な表を書きます。

解　説

資 料 説 明 と
ペアで話し合い
設 営

表 で の 分 析
（ 説 明 ３ 分 ＋
グループ10分）

　 発 表 　 ファシリテーター�
の コ メ ン ト

7分 13分 8分 2分
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ファシリテーターは表の見本を板書する。

　左側に書いたことわざの示すようなあり方で対立に向き合うことの「利点」つまり
よいことを真ん中の欄に、「限界」つまり難しいことを右の欄に書いてください。
　分析することわざは、皆さんが共感できるものとして取りあげたものを記入してく
ださい。全部できなくてもかまいませんが、2〜3個はやってみましょう。
　10分程度時間をとります。

会場をまわりながら、グループの話し合いを促す。

　ある程度、分析できたでしょうか。あと2〜3分、話し合いをつづけていただきます
が、いまやっていることわざの分析が終わったら、やってみて感じたこと、気づいた
ことを話し合ってください。それを発表していただこうと思います。

　様子を見ながら、個別のことわざの分析から、ことわざが示している「わたし
たちの社会の対立のとらえ方」について、気づいたこと、発見したことを話し合っ
てもらうように促す。

　では、各グループから発表をお願いします。書いたことを全部読み上げる必要は
ありません。やってみて、感じたこと、気づいたことを中心に、1分程度でお願いし
ます。

順に発表してもらう。

　いままでの社会では、同質であることや、力関係を理解してそれに従うことが重視
されてきた面があるのではないでしょうか。しかし、これからめざすべき社会は、多
様性を尊重し、対等な関係でお互いを尊重しあうものです。そのために、対立に肯定
的に向き合う姿勢を育てることが大切です。

利点 限界

ことわざ①

ことわざ②

［表を使い実際に分析した例］［表の見本］
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　発表の内容に応じて、「ファシリテーターのために」（33ページ）の内容も、適宜、
講義形式で紹介してもよい。

4  対立の扱い方

　では、対立の場面でどのようなことができるのか、実際にどのように扱っているのか、具
体的に考えてみましょう。
　「事例カード」をお配りします。

�1グループに1つの事例カード（35ページを切り抜いたもの）を配る。

対象となる参加者に応じて使う事例を選んでください。
市民対象なら家庭編・地域編、職場研修なら職場編など。
さらに言うなら、ファシリテーター自身で事例を作ってもらっても結構です。

解　説

ワンポイント

こんな場合

カードの配布と
説明、グループの
話 し 合 い

次の話し合いの
説明、グループの
話 し 合 い

発表順の声かけ、
各グ ル ープ の�
発 表

ファシリテーター�
の コ メ ン ト

12分 12分 13分 3分
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　皆さんのお手元のカードには、身近にありそうな「対立」の事例が書いてありま
す。実際にその対立の場面に遭遇したら、どのような対応の可能性があるでしょう
か。新しい白紙をお配りしますので、グループで話し合いながら、対応のパターンを
書き出してみてください。「自分だったらどうするか」だけでなく、「自分はしない
けど、こんなやり方もあるかも」というものなど、できるだけバラエティにとんだア
イデアを出し合ってみましょう。10分程度時間をとります。

�グループごとに白紙を配るか、取りに来てもらう。
話し合いが始まったら、会場を見てまわり、話し合いを促す。

　「対応のパターンのアイデアは、10個以上出してください」というように、具体的な
数をあげると話し合いが活性化します。ファシリテーターも事前に考えてみましょう。

　いったん話し合いを終わってください。どのくらいアイデアが出たでしょうか。続
けて話し合っていただきますが、こんどは新しいアイデアを出すのではなくて、出て
きたものを少し検討してみます。
　対応のパターンのアイデアの中で、対立に「肯定的」に向き合っている、と思える
のはどれでしょうか。どういった点で「肯定的」だと判断しますか。また、実際にそ
の対応をとることはできそうでしょうか、難しそうでしょうか、それはなぜでしょう
か。話し合ってみていただけますか。

会場をまわりながら、グループの話し合いを促す。

　「肯定的」に向き合っていると思えるものがない、というグループがある場合は「肯
定的なものが出なかったのはなぜでしょう。」「肯定的な対応を、あらたに考えてみて
いただけますか。」といった問いかけをしてみましょう。
　発展として、「暴力的・否定的な向き合い方になっているもの」も考えてもらうことも
できます。
　どういった点で「暴力的・否定的」なのか、そういった対応をとってしまうのはどんな
ときか、などを話し合います。

　どのような話が出ていますでしょうか。このあと、発表していただきますが、話し
合い全体でなくて、話し合いを通して気づいたこと、発見したことを共有していただ
きたいと思います。あと3分程度時間をとりますので、少し、発表するポイントを整
理していただけますか。

　では、いまの話し合いで気づいたこと、発見したことを各グループから1分程度で
お願いします。

ワンポイント

こんな場合
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順に発表してもらう。

　いま、考えていただいたのは、「よい解決策」ということではありません。関係性
や状況によって、どの対応をとるかはさまざまですから、解決策の正解があるわけで
はありません。
　大切なことは、対立にはいろいろな向き合い方があり、関わる人みんなができるだ
け納得できる方法を選ぶことができる、ということです。対立の場面では、「どちら
か一方の言い分しか通らない」「選択肢は二つに一つしかない」などと思ってしまい
がちです。そうではなく、「みんなが満足できるには何が大切か」「他にも方法はな
いだろうか」と考えること、それが対立に肯定的に向き合う、ということではないで
しょうか。

5  対立に肯定的に向き合うための川柳づくり

　学習のはじめにも言ったとおり、お互いの違いを大切にし、多様性を尊重しようと
するならば、対立は避けて通れません。大切なのは対立にどのように向き合うかで
あって、「対立そのものは悪くない」ということが、皆さんと確認したいポイントで
す。
　対立を避けようとすることは、解決ではなく、問題を表面上見えなくするだけで、
関係をこじらせたり、より深刻な対立につながったりすることさえあります。もちろ
ん、暴力的な向き合い方は、お互いを尊重することにはなりません。柔軟な発想で、
対立に肯定的に向き合う姿勢を持つように心がけたい、ということで、最後に、今日
学んだことをふまえて、「対立に肯定的に向き合うための川柳」をつくってみましょ
う。「対立」のイメージはどのように変わったでしょうか。いままでより前向きにと
らえられるようになったでしょうか。学んだことで書き留めておきたいことと合わせ
て、ノートかレジュメにメモしてください。

ファシリテーター自身も、その場で川柳を考えてみましょう。

解　説

ファシリテーター�
の コ メ ント と
川柳づくの説明

川 柳 を 考
え る 時 間

発表・終わりの
コ メ ン ト

3分 3分 9分
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では、完成したものを発表してください。

参加者が20人くらいまでの場合　全体発表
　�お1人ずつ、順に川柳を読み上げていただけますか。（時間があれば、机を片づけて
いすのみで円形に座り、お互いの顔が見える状態で発表するとよい）

参加者がそれ以上の場合　グループ内で発表して、その内の1つを全体で発表
　�それぞれのグループで、1人ずつ順に発表してください。その中で、全体に共有した
いものを1つ、選んでいただけますか。（グループ内発表3分、全体発表5分）

　今日は、お互いの違いを大切にした人権尊重のための対立の扱い方について、まず
は肯定的に向き合う姿勢づくりに取り組みました。
　実際に対立を扱うには、姿勢や心がけだけではなくて、具体的なスキルも身につ
けることが必要です。コミュニケーションをテーマにした学習や、対立について
扱った書籍も、最近はいろいろとありますので、関心のある方は、ぜひ学んでみて
ください。
　ご参加ありがとうございました。

　より学びたい人のために、人権学習シリーズ�vol.5『ぶつかる力�ひきあう力　−対立
と解決−』を紹介するとよいでしょう。

ワンポイント

ワンポイント
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